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企業価値を支える力
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コーポレート・ガバナンスの状況
1. コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

2. コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況

当社の取締役会は、2016年6月22日現在取締役
11名（うち社外取締役4名）で構成され、原則として
毎月1回開催し、会社経営に関する基本方針及び業務
運営に関する重要事項の決定並びに業務執行取締役
及び執行役員の職務の執行を監督しております。
取締役会は、その傘下に取締役会が委任する範囲

の業務執行に係る意思決定機関として経営会議を設け
ております。経営会議は、原則として毎週1回開催し、
取締役会付議事項の事前協議を行うとともに、重要な
業務計画、重要な財産の取得・処分、信用供与に関
する重要な事項、多額の借財・経費支出、債権管理
に関する重要な事項、社員の賞罰、社員の重要な勤
務条件・福利厚生に関わる事項、重要な組織の設
置・変更及び廃止、重要な規則・重要な規程の制定
及び改廃、その他重要な業務執行に関する決議を行っ
ております。なお、当社は2006年6月から執行役員
制度を採用し、経営会議の構成員は執行役員及び取

当社では、コーポレート・ガバナンスの確立が企業価値を高めていくための重要課題であると認識し、経営上の
迅速な意思決定、業務執行における役割と責任の明確化、経営監督機能の整備、業務の適正を確保するための体
制整備及びコンプライアンス体制の充実を図っております。
当社のコーポレート・ガバナンス体制は、以下のとおりです。

（1）会社の機関の内容 締役会が指名した者となっております。
当社の監査役会は、2016年6月22日現在監査役4

名（うち社外監査役2名）で構成され、原則として毎
月1回以上開催し、監査に関する重要な事項について
報告を受け、協議を行いまたは決議を行っておりま
す。また、監査役会は代表取締役及び内部監査部門、
会計監査人と定期的に会合を持ち、会社が対処すべ
き課題、監査役監査の環境整備の状況、監査上の重
要事項等について意見を交換し、併せて必要と判断さ
れる要請を行っております。また、監査役は、取締役
会決議その他において行われる取締役の意思決定に
関して、善管注意義務、忠実義務等の法的義務の履
行状況を、以下の観点から監視、検証しております。
①	事実認識に重要かつ不注意な誤りがないこと			
②意思決定過程が合理的であること	
③意思決定内容が法令又は定款に違反していないこと	
④意思決定内容が通常の企業経営者として明らかに不
合理ではないこと	
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会社法第362条第４項第６号に規定する体制の整備
について、当社が実施すべき事項を2006年５月８日
開催の取締役会で決議いたしました。本決議の内容に
ついては、年度毎に進捗状況をレビューし見直しを
行っております。その概要は以下のとおりであります。

（2）内部統制システムの整備の状況

なお、監査役を補佐し、監査役会を円滑に運営する
ため、監査役室を設置し、社員4名（うち1名兼務）
を配置しております。

①		取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制	

	 	取締役会は、経営にあたってコンプライアンスを実践す
るため、「コンプライアンス基本方針」・「遵守基準」を定
める。取締役は、コンプライアンスへの取組状況の概要
を定期的に取締役会に報告する。

②	取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関す
る体制

	 	取締役の職務の執行に係る情報については、適切かつ
確実に保存・管理し、取締役又は監査役から要請があっ
た場合に速やかに開示する。

③	損失の危険の管理に関する規程その他の体制
	 取締役会は、当社経営に係る損失の危険を適切に管理
し、経営の健全性と効率性を確保するため、リスク管理
を体系的に規定する「リスク管理の基本方針」を定める。
取締役は、リスク管理に関する事項を定期的に取締役会
に報告する。

④		取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する
ための体制	

	 取締役会は、「取締役会規則」を制定のうえ付議・報告
すべき重要事項を規定し、取締役会の効率的な運営を
図る。取締役会は、業務執行の意思決定効率化のため
経営会議を設置し、円滑かつ効率的な職務の執行を図る
ため執行役員制度を導入する。	

⑤		社員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制

	 取締役は、「コンプライアンス基本方針」・「遵守基準」
に基づいて適切なコンプライアンス体制を整備する。取
締役は、社員の職務の執行において、コンプライアンス
を確保するための体制構築、施策決定、施策の実施及
び実施状況の検証、施策評価につき、最終責任を負う。

⑥	グループにおける業務の適正を確保するための体制
	 当社は、経営理念を共有するセブン&アイHLDGS.	グ
ループの一員として、セブン&アイHLDGS.	グループの
取締役・社員一体となった遵法意識の醸成を図る。銀行
経営の健全性を最優先とし、アームズ・レングス・ルー
ル等を遵守しつつ、独立して経営判断を行う体制を整備
する。取締役会は、当社及び子会社から成る当社グルー
プにおける業務の適正を確保するため、「子会社管理の

基本方針」を定め、取締役は、「子会社管理の基本方針」
に基づいて、子会社を適切に管理する体制を整備する。	

⑦		監査役がその職務を補助すべき社員を置くことを求めた
場合における当該社員に関する事項

	 監査役の職務を補助する組織として監査役室を設け、監
査役室専属の社員を置く。さらに、取締役は、監査役か
ら要請があった場合には、社員に監査業務の補助を行わ
せるものとする。

⑧監査役室専属の社員の取締役からの独立性に関する事項
	 人事部担当役員は、監査役室専属の社員の人事異動、
人事評価及び懲戒処分につき、事前に常勤監査役へ報
告し常勤監査役の同意を得ることを要する。

⑨		監査役の当該監査役の職務を補助すべき社員に対する
指示の実効性の確保に関する事項

	 必要な知識・能力を備えた専任の社員を、監査役室専
属の社員として適切な員数を確保し、監査役に、監査役
室専属の社員に対する指揮命令権を帰属させる。人事
部担当役員は、監査役室専属の社員の人事異動、人事
評価及び懲戒処分につき、事前に常勤監査役へ報告し
常勤監査役の同意を得ることを要する。また、監査役室
専属の社員に対して、業務の適正性を調査し、必要な情
報が収集できるための権限が付与されている。

⑩		取締役及び社員が当該株式会社の監査役に報告をする
ための体制

	 取締役は、監査役会から監査方針・計画及び監査実施
状況・結果につき適宜説明を受け、監査役会に報告すべ
き事項を監査役会と協議して定め、その報告を行う。取
締役及び社員は、監査役に対して、法定の事項に加え、
全社的に重要な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状
況、コンプライアンス上重要な事項を速やかに報告す
る。子会社においては、当社内の所管部署を定め、当
該所管部署が、当該子会社の事業運営及びコンプライ
アンス、リスク管理等の内部管理等について子会社の取
締役及び社員から報告を受け、その報告内容を必要に応
じて、監査役に報告する。
⑪		監査役に報告をした者が当該報告をしたことを理由とし
て不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

	 監査役への報告者が、不利な扱いを受けないことについ
て、社内規程を整備し、これらの社内規程を適正に運用
する。

⑫		監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償
還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用
又は債務の処理に係る方針に関する事項

	 通常の監査費用について、監査役の監査計画に応じて
予算化する。また、有事における監査費用又は臨時に支
出した費用については、事後、償還を請求することがで
きる。

⑬		その他監査役の監査が実効的に行われることを確保する
ための体制

	 取締役、内部監査部署は、監査役会と定期的に会合を
持ち、監査上の重要課題等について意見を交換し、相
互認識を深める。

⑤意思決定が取締役の利益又は第三者の利益ではな
く会社の利益を第一に考えてなされていること
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コーポレート・ガバナンスに関する報告書について
コーポレート・ガバナンスに関する報告書（PDF）をセブン銀行WEBサイトで
ご覧いただけます。

http://www.sevenbank.co.jp/ir/management/governance/

統合的リスク管理に関する基本方針を「リスク管理
の基本方針」に制定し、これを遵守しております。リ
スク・カテゴリーごとに評価したリスクを総体的に捉
え、自己資本との比較・対照等による管理を行ってお
ります。

当社は、経営に係る各種のリスク特性を認識し、適切
に管理することにより、経営の健全性と効率性を確保す
るためのリスク管理体制を構築しております。取締役会
により決定される「リスク管理の基本方針」により、全社
的なリスク管理方針、各種リスク管理の基本方針及びリ
スク管理組織・体制を定め、この基本方針に基づき、経
営会議にてリスク管理に関する諸規程を定めております。
リスク管理組織としては、全社的なリスク管理統括
部署としてのリスク統括部リスク管理担当、各種リス
ク管理統括部署、内部監査部署としての監査部等を設

統合的リスク管理体制

リスク管理の取り組み

⑭		業務の適正を確保するための体制の運用状況
 ・コンプライアンス体制
	 当社のコンプライアンス全般につき総合的な経営運営の
立場から検討・評価を行うことを目的としてコンプライア
ンス委員会を設置しており、2015年度において４回開催
している。委員会では、コンプライアンスに関する課題
の把握とその対応策等を検討している。

	 また、当年度においては、コンプライアンス・プログラ
ムにて「情報管理ルールの徹底」を重点取組課題に掲げ、
各種研修等を実施している。

 ・リスク管理体制
	 各リスクの管理統括部署より、リスク管理の状況等に関
する重要事項を協議し、経営会議に答申することを目的
としてリスク管理委員会を設置しており、2015年度にお
いて５回開催している。委員会では、各リスクの管理統
括部署より、リスク管理の状況、評価等の報告を受け、
その対応策等を検討している。

	 また、2015年度においては、サイバーセキュリティ対応
の専門担当（ＣＳＩＲＴ）を設置している。

 ・取締役の職務執行
	 取締役会を13回開催し、法令や定款等に定められた事
項や経営方針、予算の策定等の経営に関する重要事項
を決定するとともに、月次の業績の分析・評価を行い、
法令や定款等の適合性と業務の適正性の観点から審議
を行っている。

	 また、2015年度においては、決裁権限の見直しを行い、
取締役会及び経営会議に付議・報告すべき事項をより重要
なものとし、また、社外取締役に対し、経営への影響が大

きいと思われる案件に関しては事前説明を行ったり、当社
事業の状況への理解をより深めるための取組を行ったりす
るなど、審議の充実・効率化のための施策を講じている。

 ・グループ管理体制
	 子会社に対し、当社が承認した事業計画について、その
範囲内で業務執行上の一定の裁量を付与している。その
上で、取締役会等において、子会社の取締役等から経営
状況等の報告を受け、現況を把握している。また、当社
監査部が子会社の業務監査を定期的に実施している。

 ・監査役の職務執行
	 監査役会は、社外監査役2名を含む監査役4名で構成さ
れ、2015年度においては、14回開催しており、常勤監
査役からの会社の状況に関する報告及び監査役相互によ
る意見交換等が行われている。

	 また、監査役は、取締役会・経営会議を含む重要な会
議への出席や代表取締役、会計監査人及び監査部と定
期的な情報交換を行い、取締役の職務の執行について
監視をしている。

 ・監査役の監査の実効性の確保
	 監査役の職務を補助する組織として監査役室を設け、3
名の社員が専属し、監査役の業務を補助している。

 取締役は、監査役会から監査方針・計画及び監査実施状
況・結果につき適宜説明を受け、監査役会に報告すべき事
項を監査役会と協議して定め、その報告が行われている。

	 取締役及び社員並びに子会社の取締役及び社員から、
監査役に対し、法定の事項に加え、全社的に重要な影響
を及ぼす事項、内部監査の実施状況、コンプライアンス
上重要な事項について、適宜報告が行われている。

置しております。また、リスク管理に関する経営会議
の諮問機関として、リスク管理委員会及びALM委員会
を設置しております。
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市場リスクに関する基本方針を「リスク管理の基本方
針」に、その下位規程として「市場リスク管理規程」を
制定し、これを遵守しております。「市場リスク管理規程」
にて、リスク額限度、ポジション限度、損失許容限度を
設定することを規定し、リスク統括部リスク管理担当が
それらについて日次で計測・モニタリングし、経営会議
等に報告を行っております。なお、月1回開催するALM
委員会にて、リスクの状況、金利動向の見通し等が報
告され、運営方針を決定する体制としております。

流動性リスクに関する基本方針を「リスク管理の基
本方針」に、その下位規程として「流動性リスク管理
規程」を制定し、これを遵守しております。「流動性リ
スク管理規程」にて、運用・調達の期間の違いによっ
て生ずるギャップ限度を設定することを規定し、リスク
統括部リスク管理担当がそれらについて日次で計測・
モニタリングし、経営会議等に報告を行っております。
資金繰り逼迫時においては、全社的に迅速かつ機動
的な対応がとれるよう、シナリオ別対策を予め策定し、
万全を期しており、資金流動性確保に懸念はないもの
と考えております。

オペレーショナル・リスク総合的管理に関する基本
方針を「リスク管理の基本方針」に、その下位規程と
して「オペレーショナル・リスク管理規程」を制定し、
これを遵守しております。オペレーショナル・リスクと
して、「事務リスク」「システムリスク」「風評リスク」「法
務リスク」「その他オペレーショナル・リスク」を認識し、
各リスクにつき定性面及び定量面からの総合的管理を
行っております。

信用リスクの管理体制

市場リスクの管理体制

流動性リスクの管理体制

オペレーショナル・リスク総合的管理体制

事務リスクの管理体制
信用リスクに関する基本方針を「リスク管理の基本

方針」に、その下位規程として「信用リスク管理規程」
を制定し、これを遵守しております。信用リスクは現
状、ATMに関する決済業務及びALM操作に関わる優
良な金融機関等に対する預け金、資金放出、仮払金、
小口の個人ローン等に限定し、信用リスクを抑制した
運営としております。また、「自己査定基準」「償却・
引当基準」「自己査定・償却引当規程」に従い、適正
な自己査定、償却引当を実施しております。

当社は、ATMを中心とした非対面取引を基本とした
銀行のため、その特殊性を反映した事務リスクに関す
る基本方針を「リスク管理の基本方針」に定め、その
下位規程として「事務リスク管理規程」を制定し、これ
を遵守しております。事務リスク管理にあたり、非対面
取引を基本とした当社の特殊性に合わせた事務規程を
整備しております。また、当社全部室・センターの自主
検査や監査部の内部監査を厳正に実施し、事務ミス発
生の防止、内部不正の防止に努めております。不祥事
件、業務上の事故、苦情・問合せ等で問題点を把握し
た場合には、速やかにその発生原因の分析・再発防止
策の検討を講じる体制を整えております。さらに、事務
ミス報告書・自主検査の検証の実施により、当社全部
室・センターの事務ミスの発生を把握し、潜在的な事
務リスクを含めて事務リスクの管理を行っております。

システムリスクに関する基本方針を「リスク管理の基
本方針」に、その下位規程として「システムリスク管理
規程」を制定し、効率的な開発・品質向上の徹底・安
全な運用が実施できるよう努めております。システム
の構成は、最新のIT（情報技術）を最大限活用したう
えで、なおかつ、ネットワーク・ハード機器を二重化・
多重化し、災害・障害時に備え、バックアップセンター
での稼働切替等の対策を実施しております。ファイル・
プログラム等のライブラリは、重要度に応じてバック
アップを行い、不測の事態に備え隔地保管を実施して
おります。また、情報管理に関しても、ファイアウォー
ルによる当社システムへの侵入防止、24時間365日の
アクセス監視、お客さまとの間の暗号化通信、ウィル
スチェックプログラムの導入等、細心の注意をもって
対応しております。さらには、お客さまに安心して当社
のサービスをご利用いただけるよう障害・災害等の不
測の事態に備え、予め業務継続計画を策定し、また定
期的に訓練を実施する等の体制を整えております。

風評リスクに関する基本方針を「リスク管理の基本
方針」に、その下位規程として「風評リスク管理規程」
を制定し、これを遵守しております。日常より風評等
に関する情報収集に努め、全社的な連絡体制と風評
発生時における適時適切なディスクロージャー等の対
応体制を整備しております。

システムリスクの管理体制

風評リスクの管理体制
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コンプライアンス（法令等遵守）の取り組み

法務リスクの管理体制 その他オペレーショナル・リスクの管理体制
法務リスクに関する基本方針を「リスク管理の基本

方針」に、その下位規程として「法務リスク管理規程」
を制定し、これを遵守しております。法務リスク管理に
あたっては、当社に発生する法務リスクを最小化する
とともに、法務リスクの顕現化を防止し、また法務リス
ク顕現化に伴なう当社の損失を回避または最小化すべ
く、的確かつ効率的に対応するよう努めております。

その他オペレーショナル・リスクに関する基本方針を
「リスク管理の基本方針」に制定し、これを遵守してお
ります。主なリスクとして、「人的リスク」「有形資産リ
スク」を認識し、管理を行っております。

当社は、法令等の社会的規範の遵守は社会から信
頼をしていただく当然の前提であると考え、また、銀
行としての公共的使命の高さと社会的責任の重さを十
分に認識し、経営の最重要課題であるコンプライアン
スの徹底のために以下のとおり取り組んでおります。

当社では、各部署の責任者をコンプライアンスオ
フィサーとし、担当部署におけるコンプライアンスの
徹底やトラブル案件等の相談窓口としての役割を果た
させるとともに、リスク統括部担当役員による全社に
亘る統括管理の下、リスク統括部を全社の統括部署と
して、自己責任、自助努力、相互牽制による自己検証
機能を有する組織の確立を図っております。コンプラ
イアンス全般についての重要事項については、経営会

当社では、事業年度ごとに、コンプライアンスに関す
る具体的な実践計画として「コンプライアンス・プログ
ラム」を策定しております。取締役会において、各期の
プログラムの進捗状況、実施状況を検証・評価し、そ
の結果を踏まえ翌期のプログラムを策定しております。

当社では、コンプライアンス徹底のため、「コンプ
ライアンス・マニュアル」を制定し、社員全員が所持
するようにしております。この内容は、法令の改廃等
必要に応じて改訂しております。また、「コンプライア

コンプライアンス体制

コンプライアンス・マニュアル

コンプライアンス・プログラム

議の諮問機関である「コンプライアンス委員会」にて
検討・評価を行う体制をとっております。

諮問付議・答申諮問付議・答申

付議・答申

統合的リスク管理統括部署（リスク統括部）
監
査
部
門（
監
査
部
）

ALM委員会

指示付議・報告 管理の枠組決定

付議・報告

信用リスク（リスク統括部）

事務リスク（事務部）

システムリスク（リスク統括部）

風評リスク（企画部）

法務リスク（リスク統括部）

市場リスク（リスク統括部）

流動性リスク（リスク統括部）

オペレーショナル・リスク総合的管理（リスク統括部）

その他オペレーショナル・リスク
（リスク統括部）

●人的リスク（人事部）
●有形資産リスク（総務部）

取締役会 「リスク管理の基本方針」制定

経営会議 各「リスク管理規程」制定

リスク管理委員会

2016年6月22日現在■リスク管理体制
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コンプライアンスの注力課題

コンプライアンスの浸透

1. 口座の不正利用防止、マネー・ローンダリング防止
への対応
　当社は、厳格な取引時確認等を通じ、不正利用
口座の作成の防止に注力しております。
　また、金融犯罪対応の専担部署である金融犯罪
対策部を設置し、日常的な口座モニタリングやフィ
ルタリングを実施することで、不正利用口座の排
除、振込め詐欺等の未然防止や警察等行政機関へ
の適切な連携をするよう体制強化を図っております。

2. 反社会的勢力への対応
　当社は、平素より反社会的勢力に係る情報収
集・蓄積を行い、新たな取引開始時には当該情報
等に基づく事前審査を通じ、水際での関係排除に
注力しております。また、2010年1月からは、口
座申込時にお客さまに反社会的勢力でない旨の表
明・確約をしていただくとともに、取引規定等に暴
力団排除条項を導入し、お客さまが反社会的勢力
に該当した場合には口座申込みの謝絶・口座の解
約等をできるようにしております。
　さらに、万が一、不当要求等があった場合にお
いても、社内規程・規則に則り適切かつ組織的な
対応がとれるよう定期的に役職員への教育を行って
おります。

法令等の社会的規範の遵守は、ステークホルダー
から信頼していただくための当然の前提であるとの考
えから、経営の最重要課題と位置付けています。

コンプライアンス
遵守基準カード
経営理念とコンプライアンス遵
守基準を携帯カードにして全従
業員に配付、常に携帯・確認
しています。

コンプライアンスの
手引きファイル
コンプライアンス関連規程を綴
じ込んで全従業員が所持してい
ます。全社朝礼時に内容を読み
合わせることで、コンプライア
ンスの浸透を図っています。

コンプライアンス
相談制度ご利用ガイド
コンプライアンスに関して気に
なることが起こった場合の相談
先や相談方法等を小冊子にまと
め全従業員に配付しています。

お取引先専用ヘルプライン
公正な取引きを推進し、安心・
安全な商品とサービスをお客さ
まにご提供するため、セブン&
アイHLDGS.	グループ共通の相
談・通報窓口を設置しています。

ンス・マニュアル」の内容を徹底するため、各種コン
プライアンス研修を行っております。

牽制策定

答申

指示・示達・研修報告・連絡・相談

付議・報告

指示付議・報告

全
社
統
括・管
理

推進

コンプライアンス実践計画コンプライアンスの具体的手引書

代表取締役
会長 社長

検
討・

評
価
機
能

取締役会

コンプライアンス委員会諮問
経営会議

二
次
牽
制
体
制

統
括・

検
討
機
能

リスク統括部長
コンプライアンス担当

一
次
牽
制
体
制

自
浄・

検
討
機
能

コンプライアンス統括部署

指示・示達・研修報告・連絡・相談

報告・勧告

報告・提案

コンプライアンス・マニュアル、コンプライアンス・プログラム

リスク統括部担当役員

三次牽制体制
監査部長

各社員

コンプライアンスオフィサー（各部室所長）

報告・連絡・相談

監査役会

報告・提案

2016年6月22日現在■コンプライアンス体制（詳細）
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